
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ライフサイエンスに関する 

研究開発課題の中間評価結果③ 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

令和２年６月 

科学技術・学術審議会 

研究計画・評価分科会 



 

創薬等ライフサイエンス研究支援基盤事業の概要 

 

１. 課題実施期間及び評価時期   

平成２９年度～ 令和３年度 

中間評価：令和元年度、事後評価：令和３年度を予定 

 

２． 研究開発概要･目的 

我が国の優れた基礎研究の成果を医薬品としての実用化につなげるため、創薬等のライフサ

イエンス研究に資する高度な技術や施設等を共用する先端研究基盤を整備・強化して、大学・

研究機関等による創薬標的探索研究や、作用機序解明に向けた機能解析研究等を支援する。 

 

３． 研究開発の必要性等 

本事業は、必要性、有効性、効率性が後述のとおり認められるため、引き続き継続することが

妥当である。 

 

４． 予算（執行額）の変遷 

年度 H29(初年度) H30 R1 R2 R3 総額 

予算額 2,900 百万 2,950 百万 2,924 百万 
3,694 百万 

（見込額） 
－  

調整費 2,775 百万 － － 
1,650 百万 

（見込額） 
－ － 

合計 5,675 百万 2,950 百万 2,924 百万 
5,344 百万 

（見込額） 
－ － 

 

５． 課題実施機関･体制 

別紙参照 

 

６． その他



  



 

 



 
 



 
 



 
 



  



 
 



 
 



 

中間評価票 

 

（令和元年１１月現在） 

１．課題名 創薬等ライフサイエンス研究支援基盤事業（BINDS） 

２．研究開発計画との関係 

 

施策目標：健康・医療・ライフサイエンスに関する課題への対応 

大目標（概要）：健康・医療戦略推進本部の下、健康・医療戦略及び医療分野研究開発推

進計画に基づき、医療分野の研究開発などを着実に推進するとともに、

幅広い研究活動等を促進するため、データベースや生物遺伝資源等の知

的基盤を整備する。 

中目標（概要）：健康・医療戦略及び医療分野研究開発推進計画等に基づき、医薬品・医

療機器開発への取組を着実に実施する。 

重点的に推進すべき研究開発の取組(概要）：「健康・医療戦略」及び「医療分野研究開発

推進計画」に基づき、それぞれの項目について研究開発を着実に実施す

る。 

 本課題が関係するアウトプット指標：創薬支援の取組における化合物提供件数 

                  創薬支援の取組における放射光施設外部利用件数 

本課題が関係するアウトカム指標：創薬支援により新たに創薬シーズが見つかった件数 

 

 

表 2-1．アウトプット指標に対する実績． 

 平成 29 年度 平成 30 年度 

創薬支援の取組における化合物提供件数 237 234 

創薬支援の取組における放射光施設外部利用件数 176 181 

 

表 2-2．アウトカム指標に対する実績． 

 平成 29 年度 平成 30 年度 

創薬支援により新たに創薬シーズが見つかった件数 90 114 

 

 

３．評価結果 

（１）課題の進捗状況      



 

① 事業の概要 

本事業は、創薬等に資する支援技術基盤（共用ファシリティ）を整備し、積極的な外部

共用等を行うことで、アカデミアにおける創薬研究をはじめ、基礎生命科学研究等の幅広

い分野のライフサイエンス研究者を技術的に「支援」することを目的に、平成２９年度よ

り開始した。共用ファシリティは継続的に設備や技術の「高度化」研究を行い、常に最先

端の研究支援技術基盤を維持できるように取り組む。さらに、「支援」を通じてアカデミア

ならではの創薬標的アイディアを発掘し、アカデミア創薬の実現に貢献する。 

本事業は、「プラットフォーム機能最適化ユニット」、「構造解析ユニット」、「ケミカルシ

ーズ・リード探索ユニット」、「バイオロジカルシーズ探索ユニット」、および「インシリコ

ユニット」の５つのユニットから構成され、全７名のプログラムスーパーバイザー（PS）、

プログラムオフィサー（PO）を配置している。PS および PO は、事業全体の進捗状況を把

握し、課題間・ユニット内外での研究連携を図るなど、研究資金の効率的な活用と優れた

成果創出に努めている。令和元年度からは、PS、PO が本事業に結集した人・技術・共用フ

ァシリティで、特定の研究テーマに取り組む「BINDS 重点プロジェクト」として新たに７

課題選定し、推進している。 

また、PS、PO に加え、外部有識者等８名（アカデミア、製薬企業、ベンチャーキャピタ

ルを含む）、および国立研究開発法人日本医療研究開発機構（以下「AMED」という。）から

なる運営会議を設置している。運営会議は、ヘッドクォーター機能を担い、事業全体の運

営や方針決定を行う。 

 

② 研究開発課題（支援課題。以下、同じ。）の進捗 

５つのユニットにおいて、全５９件の研究開発課題を実施している。 

・プラットフォーム機能最適化ユニット：  ５件 

・構造解析ユニット：          １７件 

・ケミカルシーズ・リード探索ユニット： １８件 

・バイオロジカルシーズ探索ユニット：  １０件 

・インシリコユニット：          ９件 

AMED における本事業の課題評価委員会における中間評価では、研究開発計画に対する進

捗状況、研究開発成果、実施体制、今後の見通しなどを総合的に１０段階で評価しており、

開始後２カ年の時点で「極めて優れている」が３課題、「大変優れている」が２３課題、「優

れている」が１７課題、「良い」が５課題であった（ネットワーク課題（複数の代表機関から

構成されるネットワーク型組織によって実施される課題）は１課題として評価）。 

 

 以上のことから、中間評価時における本事業の進捗状況は順調であると評価できる。 

 

（２）各観点の再評価 



 

＜必要性＞ 

 

評価項目 

   ・科学的・技術的意義（先導性・発展性等） 

   ・社会的・経済的意義（社会的価値（持続可能な社会の実現）等） 

   ・国費を用いた研究開発としての意義（国や社会のニーズへの適合性等） 

評価基準 

   ・広範な基礎研究、画期的な創薬標的アイディアの創出と育成を可能とする研究開

発支援基盤を整備できたか 

   ・整備された研究支援技術基盤を着実に運用し、数多くの基礎及び創薬研究課題に

対し支援を実施できたか 

   ・評価指標：有用な共用ファシリティを設置することができたか、共用ファシリテ

ィを活用した「支援」の件数 

 

我が国発の医薬品が持続的に開発されるためには、基礎研究を幅広く振興し、画期的な

創薬シーズが常に生み出される環境を整備しておくことが必要である。これまでにアカデ

ミアの基礎研究からは、エバーメクチンをはじめとして創薬標的分子発見につながる成果

など創薬への貢献が多数認められる。また、製薬企業では構造・機能解析や分子イメージ

ングなどの最先端科学に基づく合理的な創薬研究開発を目指した取組が行われている。こ

れらのことから、引き続き、幅広いライフサイエンス研究者に対し、一大学・一企業で保

有することが困難な大型設備や最先端設備・技術を中心とした研究支援技術基盤を提供す

ることが必要である。 

アカデミア発の創薬アイディアは早い段階で企業と共同研究を開始することが望ましい

が、創薬アイディアの臨床有用性の検証や信頼性が不十分などの理由で、実現した例は多

いとはいえない。このため、大型設備や最先端設備・技術に加え、臨床有用性評価の機能

を整備し、各共用ファシリティを有機的に連携させた研究支援技術基盤が必要である。 

このような状況を踏まえ、本事業では、高度な技術に基づく研究開発支援基盤として、

自動化された結晶化と回折解析システム（ZOO）、種々の有用な新規抗体や抗体代替分子の

生成システム、大規模な化合物および天然化合物ライブラリーによるスクリーニング・シ

ステム、構造展開と ADMET 評価システム、AI も援用した計算・情報科学による構造予測・

活性予測システムをはじめとするシステム等を整備し、創薬やライフサイエンス研究の進

展に寄与してきた（表３－１）。 

また特に、国内の普及が遅れているクライオ電子顕微鏡については、その整備を推進す

るとともに共用して利用する仕組み（クライオ電顕ネットワーク）を初めて構築し、短期

間に多くの成果が出始めている。 

 

表３－１．支援件数（2017-2018 累積）． 

支援対象機関 

支援ユニット 
大学等 

公的研究 

機関 
企業 合計 

構造解析ユニット 443 95 18 556 

ケミカルシーズ・リード探索ユニット 514 62 23 599 



 

バイオロジカルシーズ探索ユニット 117 38 2 157 

インシリコユニット 110 26 2 138 

プラットフォーム機能最適化ユニット 13 1 1 15 

合計 1197 222 46 1465 

 

 

以上より、本事業の「必要性」は高いと評価できる。 

 本事業の活動を通じて、クライオ電子顕微鏡の利用技術の高度化、および人材育成が着

実に進んでいる。今後は、本事業でさらにクライオ電子顕微鏡の整備を充実させることに

より、クライオ電子顕微鏡の価値を最大化させていくことが期待される。 

また、支援対象を Non-Japanese speaker（特に日本の研究機関にいる外国人）に広げる

ためにも、英語での情報発信を強化すべきである。 

なお、事業の認知度も高まり、企業からの支援依頼も増えてきているが、企業への支援

については、本事業が国費で行われていることに鑑み、企業名を公表することを原則とす

ることが望ましい。 

 

 

＜有効性＞ 

 

評価項目 

   ・新しい知の創出への貢献 

   ・研究開発の質の向上への貢献 

   ・人材の養成 

評価基準 

   ・幅広い分野のライフサイエンス研究者が利用しやすい環境を整備することにより、

学術的成果が得られたか 

   ・サイエンスに立脚した革新的な創薬手法を確立し、それらを創薬支援技術基盤と

して実装できたか。また支援課題の中からアカデミア発の医薬品創出に貢献できた

か 

   ・異分野融合人材の育成 

   ・評価指標：トップクラスのジャーナルへの論文発表件数、特許申請の件数、産業

移転の件数、事業を通じて養成された学生数（卒業論文など） 

 

 以下に示す論文発表、特許出願、企業導出等により、新しい知の創出に貢献していると

いえる。 

○ 論文発表数 

・2017 年度：50 件 

・2018 年度：76 件 

○ 特許出願件数 

・2017 年度：21 件 



 

・2018 年度：23 件 

○ 企業導出 

・2017 年度：34 件 

・2018 年度：32 件 

 

支援による具体的な成果例としては、以下のものが挙げられる。 

○ X 線結晶構造解析やクライオ電子顕微鏡解析により、多くの蛋白質複合体の原子／近

原子分解能構造が新たに解明され、蛋白質の機能解析および薬物活性の向上に向けた

理解が進んだ。例えば、クライオ電子顕微鏡解析では、世界で初めて RNA ポリメラー

ゼ II がヌクレオソームの DNA を転写している最中の複合体の様子が解明され、生命

現象の動的理解が進んだ。 

○ 糖鎖認識や新規タグ分子の開発により、癌細胞を特異的に認識できる抗体の作成や従

来発現が困難だったヒト由来蛋白質の大量発現・精製技術が提供され、小胞体カルシ

ウムポンプなどの重要な蛋白質の構造が新規に解明された。 

○ シミュレーション法の高度化研究により、構造変化を含むダイナミックな蛋白質およ

び蛋白質複合体の分子モデリング技術が提供され、静的な構造では必ずしも得られな

い分子機能の理解が進み、トップ・ジャーナルへの論文発表がなされた。 

○ 化合物ライブラリーおよび天然化合物ライブラリーの利用により、多くの有望なヒッ

ト化合物が取得された。 

 

 また、高度化研究・重点プロジェクトにより、研究開発の質の向上に貢献している。具

体的な成果例として、以下のものが挙げられる。 

○ 産学連携高度化研究により、トランスポーター構造解析法等全く新規の技術開発が試

みられ、そのうちいくつかについては極めて有望な手法として社会実装がなされよう

としている。 

○ インシリコユニット、ケミカルシーズ・リード探索ユニット、およびバイオロジカル

シーズ探索ユニットとのユニット間連携により、概日時計蛋白質 CRY1 および CRY2

それぞれに選択的作用を有する化合物を発見した。 

○ 人工染色体技術を利用し、従来の遺伝子導入技術では導入できなかった重要な薬物代

謝酵素であるヒト CYP3A クラスターならびにヒト UGT2 クラスターの遺伝子のラット

への導入に世界で初めて成功した。 

 

 人材の養成については、以下のような取り組み、成果が挙げられる。 

○ 新たにクライオ電子顕微鏡観察の技術を習得するため、ワークショップや課題を持ち

込んで数ヶ月間に渡り研究を行う「滞在型支援研修プログラム」を実施し、人材育成

に努めている。 

○ インシリコの専門ではない大学院学生、若手研究者、企業内研究者に対して、様々な

仕組みを活用して実際の支援課題をオンザジョブ・トレーニングとして担当してもら

い、インシリコ技術の習得や研究者の研究の幅を広げることに貢献している。 

○ 本事業に関わる若手研究者等が様々な学会で受賞を受ける等、人材育成の成果が客観

的に認められている。 

 



 

以上より、本事業の「有効性」は高いと評価できる。 

今後も引き続き、本事業がさらに質の高い成果を残せるよう、BINDS 重点プロジェクト

やユニット間連携に積極的に取り組むべきである。 

また、本事業の促進に寄与している技術支援者等のモチベーションの維持向上やキャリ

アパスに配慮が必要である。 

 

 

＜効率性＞ 

 

評価項目 

   ・計画・実施体制の妥当性 

   ・目標・達成管理の向上方策の妥当性 

評価基準 

   ・アカデミア等において実施される創薬等のライフサイエンス研究が一層効率的に

進むことが可能となったか 

   ・ヘッドクォーター機能を設置する等により、実現性の高い創薬標的候補分子の目

利き、各共用ファシリティ間の連携強化、製薬企業等との連携促進、日本医療研

究開発機構の他事業との双方向連携等を戦略的に推進することができたか 

   ・評価指標：高度化研究が共用ファシリティに実装された件数、創薬標的（創薬シ

ーズ）の導出件数 

 

TV 会議システムも利用して、毎月開催される定例の PSPO 会議と、ユニット・領域毎に

定期的に実施される領域会議において頻繁に情報交換を行い、戦略的・効率的な事業の運

営を実施している。 

また、本事業の成果が広く公開され、事業終了後も活用されることを目指して、化合物

ライブラリー等のデータのアーカイブ化に取り組んでいる。 

 

○ BINDS 化合物ライブラリー提供の結果、ヒットが見つかったテーマ数 

・2017 年度：ヒットが見つかったテーマ 90 件（化合物ライブラリーの提供 237 件） 

・2018 年度：ヒットが見つかったテーマ 114 件（    〃      234 件） 

 

以上より、本事業の「効率性」は高いと評価できる。 

 今後は、以下の点に留意し、より効率性を高めることが期待される。 

○ 支援課題の進展により、当初の支援目標を達成後も発展的に支援が継続する場合があ

るが、そのような支援継続に対する考え方が明確ではなかった。これについて今年度

に「継続支援」の制度を設定し、支援終了と発展的継続とが整理できるように改善し

た。今後はこの制度を周知・徹底し運営していくこと。 

○ より適切な課題担当者にマッチングできるようにする仕組みを作ることが望ましい。

その際、支援件数が特定の課題担当者に偏らないようにすること。 

 

 



 

（３）科学技術基本計画等への貢献状況 

 

アカデミアの創薬研究の支援により、「オールジャパンでの医薬品創出」に寄与し、第５期

「科学技術基本計画」（平成 28 年 1 月 22 日閣議決定）において重要政策課題の一つに設

定されている「世界最先端の医療技術の実現による健康長寿社会の形成」に貢献している。 

 

 

（４）今後の研究開発の方向性 

本課題は「継続」、「中止」、「方向転換」する（いずれかに丸をつける）。 

理由：上記で示したとおり、進捗状況は順調であり、「必要性」、「有効性」、「効率性」のい

ずれも認められることから、本事業は「継続」すべきと評価できる。 

 

（５）その他 

今後は全体として以下の点に留意し、事業を推進することが必要である。 

○ 研究結果がオープンサイエンスに寄与できるよう、終了後の適切な時期に、特許によ

る公開やオープンアクセスがなされる論文として発表し、また可能な限りデータも公

開するとともに、開発された新規技術及び高度化された技術が広く普及され社会実装

がなされるように努めるべきである。 

○ 本事業の目的に鑑み、AMED の他事業とも積極的に連携するなどし、幅広いライフサ

イエンス研究の支援基盤として機能することが望ましい。 

 

 

  
3原則として、事前評価を行った課題の単位で実施することとし、事前評価の単位と 

異なる場合は、課題との関係性について本欄中に明瞭に記載すること。 
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